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近
年
、
個
人
や
団
体
、
企
業
等
か
ら
道
有
林
に

対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
づ
く
り
に
関
し
、

活
動
場
所
の
提
供
や
技
術
指
導
・
道
具
の
貸
し
出

し
な
ど
の
要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
有
林
で
は
、
当
該
活
動
の
実
施
に
よ
り
、
参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
性
に
基
づ
く
森
づ
く
り
を

推
進
し
、
こ
れ
を
通
じ
森
林
・
林
業
に
対
す
る
地

域
住
民
の
理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
多
様
化
・
高

度
化
す
る
道
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。 

平
成
十
九
年
度
に
設
定
し
た
こ
の
森
で
は
、
早

速
、
留
萌
市
内
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
道

と
協
定
し
、
林
内
清
掃
や
ナ
メ
コ
の
植
菌
・
シ
イ
タ

ケ
ホ
ダ
木
の
管
理
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
森
づ
く

り
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
留
萌
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

〔
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管
理
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『
森
の
は
た
ら
き』 

日
本
の
森
林
は
、
国
土
面
積(
三
、
七
七
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
六
十
六
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
背
景
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
昔
か
ら
結
び
つ
き
の
深
い
森
林
、
そ
の
森
林
に
は
次

の
よ
う
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

○
水
源
の
か
ん
養
、
国
土
保
全
、
農
水
産
資
源
を
守
り
育
て
て
い
ま
す
。 

○
生
態
系
や
環
境
を
守
り
、
人
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
木
材
を
供
給
し
、
さ
ら
に
、
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。 

【
水
源
の
か
ん
養
（
貯
水
機
能
は
樹
木
で
は
な
く
森
林
土
壌）】 

 

森
林
に
は
、
雨
水
を
た
め
る
貯
水
機
能
が
あ
り
ま
す
。
地
表
に
積
も
っ
た
落
ち
葉
や

枯
れ
枝
は
、
土
壌
生
物
や
菌
類
の
働
き
で
分
解
さ
れ
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
土
壌
は
ふ
か
ふ
か
し
た
も
の
で
、
隙
間
に
雨
水
を
蓄
え
、
徐
々
に
地
下
に
浸
透

し
、
川
や
海
に
流
れ
出
る
間
に
栄
養
豊
か
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
い
ま
す
。 
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FAX (0164）42-2754 

http://www.rumoi.pref

.hokkaido.lg.jp 

「るるもっぺ憩いの森(留萌市)に設定」 

国土の約７割が森林〔２，５１２万ヘクタール〕 

〔入り口にある看板〕        〔るもい森林サポーター‘S クラブ 

が実施したナメコ植菌の様子〕 
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雪
解
け
と
と
も
に
、
野
山
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
登
山
、
タ
ケ

ノ
コ
採
り
や
渓
流
釣
り
な
ど
、
森
に
入
る
機
会
が
多
く
な
る
と
と
も
に
ク
マ
と
の

遭
遇
や
遭
難
な
ど
の
事
故
が
お
き
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

○
次
の
事
項
に
留
意
し
て
入
林
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
家
族
や
知
人
に
、
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
伝
え
て
出
か
け
る
。 

・
森
林
所
有
者
の
許
可
を
得
て
入
林
す
る
。 

・
林
道
は
、
急
勾
配
、
急
カ
ー
ブ
が
多
い
の
で
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、
安
全
運
転
を

心
が
け
て
走
行
す
る
。 

・
防
寒
具
の
ほ
か
、
水
や
非
常
食
を
携
帯
す
る
。 

・
ク
マ
出
没
情
報
な
ど
、
地
元
の
役
場
や
猟
友
会
な
ど
に
確
認
し
て
か
ら
出
か

け
る
。
ま
た
、
目
立
つ
服
装
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。 

・
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
タ
バ
コ
の
扱
い
に
注
意
し
、
林
内
で
の
た
き
火
は
行

わ
な
い
。 

※
道
有
林
に
入
林
す
る
際
に
は
、
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
か
、
林
道
入

り
口
に
入
林
届
け
出
箱
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
入
林
し
て

く
だ
さ
い
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
小
学
校
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
取
り
組
む

「
森
林
教
室
」
に
講
師
と
し
て
出
席
し
、
森
の
仕
組
み
・
動
植
物
の
観
察
な
ど
の
学
習
に

協
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の
重
要
性
や
森
林
環
境
な
ど
へ
の
興
味
・
感
心
を

図
る
た
め
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
開
催
す
る
、
野
外
体
験
活
動
・
森
の
ク
ラ
フ
ト
制

作
な
ど
の
活
動
に
は
、
要
請
に
応
じ
て
支
援
・
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

単独では入林しない 
〔暑寒別岳：増毛町側から〕 

 

管内小学校の森林教室に出席 

● 

天
塩
町
立
更
岸
小
学
校 

 
 

平
成
二
十
年
五
月
二
八
日(

水) 

昨
年
十
月
に
設
定
し
た
天
塩
町
げ
ん
き
の
森(

更
岸
小
学
校

林
、
約
二
千
七
百
㎡)

で
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
指
導
の
も
と
、
同
校

児
童
全
員
が
参
加
し
森
林
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
、
「
自
分
た
ち
の
森
を
つ
く
ろ
う
」
を
学
習
テ
ー
マ
に
し

て
、
昨
年
、
植
樹
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
生
育
状
況
の
確

認
や
湿
潤
地
に
植
え
た
樹
木
の
移
植
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
混

ん
で
い
る
ト
ド
マ
ツ
林
で
除
伐
対
象
木
の
選
定
を
行
い
、
次
回(

八

月
下
旬)

の
森
林
教
室
で
は
下
草
刈
り
、
除
伐
作
業
な
ど
の
体
験

を
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
校
内
掲
示
板
に
は
「
げ
ん
き
の
森
」
の
地
図(

昨
年
の
卒

業
生
が
制
作)

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
地
図
に
は
森

林
学
習
の
活
動
写
真
や
、
参
加
し
た
児
童
の
感
想
文
を
掲
載
し
て

い
く
そ
う
で
す
。 

【
写
真
下
右
は
、
植
栽
木
の
生
育
を
観
察
し
て
い
る
様
子
。
写
真
下
左
は
、
掲

示
し
て
い
る
「
げ
ん
き
の
森
」
の
地
図
】 

● 
増
毛
町
立
増
毛
小
学
校 

 
 

平
成
二
十
年
五
月
二
三
日(

金) 

増
毛
小
三
年
生(

二
三
名)

は
、
今
年
度
三
回
の
森
林
学

習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
は
校
舎
前
庭
に
て
、

「
自
然
図
鑑
を
つ
く
る
」
を
目
的
に
、
植
物
・
昆
虫
な
ど
の

観
察
や
自
分
で
選
定
し
た
樹
木(

葉
っ
ぱ)

の
ス
ケ
ッ
チ
を
行

い
ま
し
た
。
【
写
真
上
は
、
自
分
の
選
ん
だ
樹
木(

葉
っ
ぱ)

を
観
察

し
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
様
子
】 
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○ 
ナ
ナ
カ
マ
ド
〔
バ
ラ
科
〕 

七
竈 

ラ
イ
デ
ン
ボ
ク
・
ゴ
チ
ノ
キ 

安
全
・
慎
重
・
用
心
と
い
う
意
味
の
花
言
葉
か
ら
交
通
安
全
の
木
と
し
て
、

北
海
道
で
は
街
路
樹
と
し
て
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
、
七

度
か
ま
ど
に
入
れ
て
燃
や
し
て
も
、
燃
え
残
る
と
い
う
こ
と
か
ら
。
ま
た
、
生

木
か
ら
炭
を
作
る
の
に
、
七
度
焼
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
か
ら
、

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
由
来
よ
ば
ら
て
い
ま
世
張
ら
れ
て
い
ま
す
に
を
も
つ
こ
の

植
物
は
、
北
海
道
の
初
夏
を
か
ざ
る
詩
情
豊
か
な
郷
土
の
花
で
す
。 

【
分
布
】
北
海
道
、
本
州
、
九
州
、
中
国
、
東
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に
分
布
し
、
日
当

た
り
の
良
い
丘
陵
地
や
山
地
の
草
原
な
ど
。 

 

 

七竈。バラ科ナナカマド属の落葉高木 

別名：ライデンボク、ゴチノキ 
 

各地の山地に自生し、樹高 10～15m、直径 30～40cm。 
 

名前の由来：①七度かまどに入れて燃やしても、燃え残るということから。

②生木から炭を作るのに、七度焼かなければならないと言うことから。 
 

用途：材は耐久性が強く、車両材、精密機械木部、ハンマーや工具の柄、ろ

くろ細工、彫刻などに利用する。また、炭材としても極上で、火力が強くウ

ナギの蒲焼き用に重宝される。 
 
雷除けの木として、庭先に植える風習がある。秋の紅葉も美しく、赤く色づ

いた実は冬にまで及ぶ。北海道35箇所の市町村の木としても指定されている。

花言葉（安全・慎重・用心）から交通安全の木として、街路樹として植えら

れる。 

 

 

 


